
拡大となり、ますます便利に！
と の

ATM出金手数料はいつでも無料！

金融共済部からのお知らせ
JAバンク石川のキャッシュカードが
無料でご利用いただけるATM

詳しくはお近くのJA窓口またはホームページでご確認ください。

http://www.is-Ja.jp/Jabank/
（H28.1.1現在）

JAバンク石川のキャッシュカードが
ATMでご利用いただける時間帯が

に

金融期間 お引き
出し ご入金 ご利用時間・手数料

全国の
JAバンク ○ ○ 全　日／8：00～21：00 【無料】　

北國銀行 ○ × 全　日／8：00～21：00 【無料】　

セブン銀行
イーネットATM
ローソンATM

○ ○
平　日／8：45～18：00 【無料】　
土曜日／9：00～14：00 【無料】　
上記以外：108円

ゆうちょ銀行 ○ ○ 平　日／8：45～18：00 【無料】　
上記以外：108円

JFマリンバンク ○ × 全　日／8：00～21：00 【無料】　

三菱東京UFJ
銀行 ○ × 平　日／8：45～18：00 【無料】　

上記以外：108円

JAバンク石川
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（平成２７年１２月末実績参考）
組合員数 6,638名（団体含）

67,667百万円
19,323百万円

2,282億円

● 貯金残高
● 貸出金残高 
● 長期共済保有高 

1,539,941千円
924,937千円

144名

● 購買品供給高
● 販売品取扱高
■ 職員数（パート除く） 

豊かな自然・・・そして ふれあい

平成28年度 営農事業方針

JA白山
広 報



販売高計画（万円）
H28 H29 H30 H31 H32

ブロッコリー 6,600 6,760 6,930 7,260 7,260
ネギ 1,450 2,500 3,470 5,540 6,930
丸イモ 630 780 970 1,200 1,510
カボチャ 60 80 100 100 150
ニンジン 250 300 350 400 500
花卉 830 850 900 950 1,000
菌茸類 660 700 700 700 800

計 10,480 11,970 13,420 16,150 18,150
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当ＪＡ顧問税理士

福田　正寛

無料税務相談会 要予約

ご希望の方は、ご予約を
お願い致します。

お問い合わせ・お申込先

TEL272－3333
FAX273－0690

（担当／総務課 平山）

●開催日時 平成28年 ２月25日（木）
  ３月７日（月）
 午前９時～12時
●開催場所 JA白山  本店

設置期間●2月8日（月）～3月15日（火）　※土曜日、日曜日、祝日を除く
受付時間●午前9時から午後4時　※会場の混み具合によって、時間前に受付を終了する場合があります
場　　所●松任税務署（白山市博労2丁目22番地）
【確定申告会場を利用される方へ】
税務署では、e-Tax（国税電子申告、納税システム）の利用を推進しています。
税務署の確定申告会場での、パソコン（e-Tax）への入力は、原則として、納税者の皆さんにお願いしています。不明な点は税務署の
職員がワンポイントアドバイスをしますので、ご理解とご協力をお願いします。

お問い合わせ先／ 松任税務署 TEL（076）276－2345

松任税務署から確定申告会場のお知らせ

平成28年度営農事業方針決まる
　平成28年度の営農事業方針が、第10回理事会で決定しました。
　農業を取り巻く環境は、TPP参加国の協定署名による農業の先行き不安や政府
によるJA改革等、厳しさが増す中、JA白山は第27回全国JA大会で決議された「農
業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」の３つの基本目標に向けた営農
事業に取組みます。

１．水田フル活用による土地利用率と生産性の向上
（１） 需要に応じた米・麦・大豆・そばの計画生産による所得向上

○主食用米  1,067ha　○大豆  80ha　○麦  19ha　○そば  35ha　○非主食用米  100ha

（２） 美味しい、安心、安全な白山米の生産
①１等米比率90％以上、玄米タンパク含有率6.5以下の米の生産
②主食用米の品種別作付面積の確保と契約栽培米の拡大

○コシヒカリ  810ha、 ゆめみづほ  145ha、 五百万石  101ha、その他  11ha
○契約栽培米  12,600俵（コシヒカリ8,500俵、比咩の米1,000俵、もち米2,600俵、酒米500俵）

（３） 優良種子産地の維持確保
○水稲  65ha、 麦  19ha、 大豆  22ha

２．複合経営の確立に向けた園芸作物の生産拡大
（１） 園芸販売高1.8億円の達成

主要園芸品目の産地化の育成
蝶 屋 地 区・・・ネギ、ブロッコリー、花卉、カボチャ
つるぎ地区・・・ネギ、ブロッコリー、丸いも、花卉、カボチャ
手 取 地 区・・・ブロッコリー、丸いも、ニンジン、花卉、山菜、菌茸

JA白山の地域特性を生かした農地の有効利用や園芸振興による農業経営
の複合化により地域農業の活性化を図る。

重点方針
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（２） 年間を通じた園芸作物の生産確保
ハウスでの促成栽培や水耕栽培による、早期・周年出荷による所得向上

（３） 園芸作物の販路拡大
主要園芸品目の有利販売・販路拡大を図るため、仲卸・流通業者との連携強化

３．地域農業の維持・拡大に向けた生産対策
（１） 中山間地農業の活性化支援

①行政と連携した羊放牧事業による羊肉、羊毛、加工品開発への参画検討

（２） 直売所「よらんかいねぇ広場」の拡充
①産直取扱高の拡大　平成28年度産直品販売高目標  2億円
②個人及び集落営農法人組織等を含めた出荷者の拡大

H27会員数  320名　→　H28会員数  335名
③出荷者への技術指導と情報交換の強化

出荷者を対象の園芸講習会の開催による出荷品目の拡大と品質向上
④地場産品を活用した加工品の拡大

地元産品を活用した加工品の生産・出荷と商品開発連携先の開拓

（３） 省力、低コスト農業の推進
生産資材価格の引き下げによるコスト低減
農業機械の取得に対し助成による農家負担の軽減

（４） 担い手の育成支援
①新たな担い手の就農支援を行政との連携実施
②営農計画や有利な農業制度の提案と推進
③園芸・花卉新規就農者（就農時45才以下）の育成・支援
④作業効率向上の為、大区画化等の圃場整備事業を推進

（５） JA共同利用施設の改善整備
①園芸品目拡大による施設整備の実施

園芸品目拡大のため、蝶屋育苗センターを野菜集出荷場に改修
②JA農業施設の利用率拡大

農業施設の利用拡大による農家の経費削減に寄与

（６） 多面的機能支払制度の支援

（７） 農産物の安全確保と品質向上

（８） 食農教育活動の実践と地産地消の推進

４．JA出資型法人の取組み強化
（１） 担い手農業者と協調した農地の利用調整と水田農業振興の実施
（２） 複合経営と加工事業を取り入れた通年型の農業生産の実施

水稲 2.1ha、園芸品目 1.0ha（ネギ、丸いも）、水耕栽培（リーフレタス、ミニトマト）、
加工事業（みそ製造販売［2.2t］、もち・かきもちの製造販売）

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
訪
問

お
せ
ち
作
り

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
は
、12
月
24
日（
木
）

月
橋
町
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
あ
す
か
」
を

訪
問
し
、
入
居
者
と
ふ
れ
あ
い
を
深
め
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
、
代
表
の

太
田
章
子
さ
ん
、
大
屋
美
江
さ
ん
、
乙
田
陽

子
さ
ん
の
３
名
が
参
加
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
の

歌
や
踊
り
と
、
ボ
ー
ル
転
が
し
、
指
の
体
操

な
ど
も
行
っ
た
。「
お
年
寄
り
達
の
優
し
い

眼
差
し
と
、
温
か
い
笑
顔
に
ホ
ッ
コ
リ
す
る

時
間
を
過
ご
せ
て
、
大
満
足
で
す
。」
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
は
語
っ
て
く
れ
た
。

　
お
料
理
サ
ー
ク
ル
は

12
月
５
日（
土
）農
産
物

加
工
セ
ン
タ
ー
で
、
豪

華
お
せ
ち
作
り
に
挑
戦

し
た
。
金
目
鯛
の
み
そ

焼
き
、
海
老
の
香
味
焼

き
、
ふ
ろ
ふ
き
か
ぶ
ら
の
ゆ
ず
み
そ
が
け
、

酢
れ
ん
こ
ん
サ
ー
モ
ン
等
を
手
作
り
し
た
。

試
行
錯
誤
の
結
果
、
大
作
が
、
完
成
。
い
つ

も
と
違
っ
た
お
せ
ち
の
試
食
は
、
も
ち
ろ
ん

格
別
お
い
し
い
。「
自
宅
で
お
披
露
目
で
き

る
と
い
い
ね
。
も
う
一
度
、
頑
張
っ
て
つ
く

ろ
う
。」
と
、
参
加
者
は
話
し
て
く
れ
た
。

参加者募集！参加者募集！

手前みそ作り体験
自分たちで手作りみそを
作ってみませんか！

期　日 平成28年２月27日（土）
 午前10時～
限　定 ５組（親子・友達等）
参加費 3,000円　
会　場 農産物加工センター
 （旧林支店）
主　催 ＪＡ白山女性部  鶴来支部
講　師 Cａｎクラブ  北村静江さん
申込先
●ＪＡ白山  女性部鶴来支部
　TEL076-272-1515（つるぎ支店内）
　担当 事務局 形田
●ＪＡ白山  女性部本部
　TEL076-272-3333（本店内）
　担当 事務局 辰巳

グリーンレデイースカレッジ第７回 

郷土料理治部煮
期　日 平成28年２月20日（土）
 午前９時30分～
参加費 500円
会　場 美川文化会館（調理室）
協力者 お料理サークル・会員のみなさん
主　催 ＪＡ白山女性部
申込先
●２月15日までに各支部事務局へ申込書

を提出してください。

Let's cook!

女 

性 

部
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　家庭用自動車共済クルマスターは保障もサービスも掛金も、安心・充

実！ 必要な保障をムダなくそろえた個人向けの自動車共済です。

安心の充実保障と頼れるサービスが納得の共済掛金で

家庭用自動車共済クルマスター

フリーダイヤル
安心サービス

24時間
365日

ご契約のお車の事故やトラブルは

※ＪＡの営業時間は、ご加入の店舗にご連絡ください

0I20-258-931
レッカーロードサービスは クミアイ

ジコは クミアイ

0I20-063-931

平
成
27
年
度
活
動
実
績
発
表
・
青
年
の
主
張
石
川
県
大
会

　
１
月
16
日（
土
）、
ホ
テ
ル
金
沢
４
階
「
エ
メ
ラ
ル
ド
ル

ー
ム
」
で
平
成
27
年
度
活
動
実
績
発
表
・
青
年
の
主
張
石
川

県
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
は
、Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
各

組
織
、
盟
友
が
日
頃
の
活
動
を
発
表
し
、
今
後
の
活
動
目
標

設
定
、
組
織
の
刷
新
強
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
す

る
も
の
で
、
県
内
青
壮
年
部
組
織
の
盟
友
約
１
３
０
人
が
参

加
し
た
。
活
動
実
績
発
表
で
は
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
大
神
支
部

の
徳
野
一
麿
さ
ん
が
、「
地
産
地
消
の
促
進
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
、
大
神
支
店
職
員
、
盟
友
、
地
区
運
営
委
員
、
地
区

理
事
の
方
々
と
協
同
し
て
新
農
産
物
直
売
所
「
よ
ら
ん
か
い

ね
ぇ
広
場
」
へ
の
出
荷
を
目
指
し
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
野

菜
の
栽
培
か
ら
収
穫
・
販
売
を
通
し
て
栽
培
の
難
し
さ
、
売

れ
る
野
菜
を
作
る
た
め
の
大
変
さ
を
学
ん
だ
こ
と
を
発
表

し
た
。
ま
た
、
未
来
の
農
業
後
継
者
育
成
の
一
環
と
し
て
地

区
の
保
育
所
の
園
児
を
招
い
て
じ
ゃ
が
い
も
の
収
穫
体
験
を

行
い
、
も
っ
と
み
ん
な
に
喜
ば
れ
る
野
菜
が
作
れ
る
百
姓
を

目
指
し
た
い
と
語
っ
た
。
今
大
会
で
大
神
支
部
は
、
惜
し
く

も
最
優
秀
賞
は
逃
し
た
が
、
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
。

　
手
作
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
大
会
で
は
、「
ア
ー
ト
部
門
」で
、

林
支
部
が
最
優
秀
賞
を
獲
得
、「
看
板
部
門
」
で
、舘
畑
支
部
・

大
神
支
部
・
蔵
山
支
部
・
蝶
屋
支
部
が
優
良
賞
を
獲
得
し
た
。

林
支
部
の
作
品
は
、
県
代
表
作
品
と
し
て
全
国
大
会
で
入
賞

を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
。
大
会
終
了
後
、Ｊ
Ａ
石
川
県
青

壮
年
部
協
議
会
設
立
60
周
年
記
念
式
典
が
あ
り
、
北
西
幸
治

委
員
長
が
、「
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農
協
改
革
や
Ｔ

Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
な
ど
か
つ
て
な
い
問
題
が
相
次
ぎ
、
営
農
継

続
に
大
き
な
不
安
を
残
し
て
い
る
。
だ
が
、
地
域
農
業
を
守

る
の
は
俺
た
ち
だ
と
い
う
気
概
を
持
ち
、
今
後
も
諸
先
輩
が

切
り
開
い
て
き
た
歴
史
に
学
び
幾
多
の
困
難
に
も
打
ち
勝
っ

て
い
く
」
と
挨
拶
し
た
。
そ
の
後
、
県
下
の
盟
友
た
ち
と
今

後
の
農
業
に
つ
い
て
語
り
合
い
親
睦
を
深
め
た
。

JAの営農支援事業について

 ① 集荷・良質米生産対策事業 事業費： 9,500,000円
JA集荷率の向上による共販拡大と、土壌改良資材の散布、基幹防除徹底による白山産
米の品質向上をはかり、販売の強化と生産者の所得向上を目指す。

 ② 大型農機購入対策事業 事業費： 4,000,000円
農業経営の維持・拡大の為、大型農機の購入（リース含む）に対し助成を行い、農家の負
担軽減を図る。

 ③ 転作作物対策事業 事業費： 2,000,000円
転作作物の定着化と転作面積の達成を目的に、戦略作物の作付に対し助成する。

 ④ 産直園芸作物作付拡大対策事業　

〈園芸ハウス補助対策〉 事業費： 3,500,000円
ハウス栽培により周年の出荷を促進し、販売量の確保と所得向上を図る。

〈重点野菜・花卉育成対策〉 事業費： 2,000,000円
重点野菜（丸いも、ブロッコリー、ネギ、ナス、ニンジン、グリンピース、カボチャ、
なば菜、花卉）の生産拡大とブランド化を図る。

〈直売所生産拡大対策〉 事業費： 300,000円
新規直売所会員の増大と生産量の拡大を図る。

 ⑤ 園芸新規就農対策 事業費： 1,200,000円
園芸生産の新規就農者（就農時45才以下）に補助する。

 ⑥ 不耕作地・耕作放棄地再生および鳥獣害対策事業
〈農地再生対策〉（平成26年～平成30年まで継続） 事業費： 300,000円

中山間地域に増えつつある不耕作地・耕作放棄地に歯止めをかけ、作付可能
な農地に再生するとともに農産物の生産を行う。

〈鳥獣害対策〉 事業費：1,000,000円
鳥獣害被害を最小限に防ぐため、防護資材（電気柵、防草シート）の一部を助成する。
鳥獣害被害防止のためのワナ免許の取得を支援する。

「
活
動
実
績
発
表
」

「
看
板
コ
ン
ク
ー
ル 

ア
ー
ト
部
門
」

優
秀
賞

　大
神
支
部

最
優
秀
賞

　林
支
部

青
壮
年
部
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Ｊ
Ａ
白
山
で
は
、
福
祉
事
業
の
取
組
と
し
て
、

老
人
会
等
地
元
主
催
の
高
齢
者
集
会
「
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
」
に
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
高

齢
者
組
合
員
の
健
康
長
寿
に
む
け
て
痴
呆
や

寝
た
き
り
を
予
防
し
、
い
つ
ま
で
も
健
康
に

過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
現
在
未
実
施
地
区
に
対
し
て
、
立
ち

上
げ
を
働
き
か
け
て
い
る
。

●
福
寿
会  

西
ノ
村  

明
島
第
一
ク
ラ
ブ
の
活
動

　12
月
18
日（
金
）

　
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
野
菜
作
り
の
裏
ワ
ザ

「
目
か
ら
う
ろ
こ
」Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
。
今
ま
で
の

作
り
方
と
は
全
く
違
っ
て
お
り
、
今
春
に
な
っ

た
ら
是
非
試
し
て
み
る
と
意
欲
満
々
。
鑑
賞
後
、

参
加
者
全
員
で
簡
単
な
体
操
を
実
施
し
た
。

●
道
法
寺
慶
寿
ク
ラ
ブ
の
活
動

　12
月
26
日（
土
）

　
正
月
飾
り
の
一
文
字
・
松
花
作
り
を
行
っ
た
。

　
元
気
に
お
正
月
を
迎
え
よ
う
と
作
業
が
終
わ

っ
た
後
の
お
茶
会
で
は
、
本
格
的
な
作
法
を
習

い
な
が
ら
お
抹
茶
を
戴
き
、
参
加
者
は
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。 ふ

れ
あ
い

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
サ
ロ
ンンふふれれああいいササロロンン

Ｊ
Ａ

の
取
り
組
み

JA 実施要領
 １．目的
高齢者組合員の寿命を延ばし、寝たきりを予防しいつでも健康に
過ごしてもらえるよう老人会などの地元主催の高齢者集会いわゆ
るふれあいサロンに対し助成措置を行う。また、未実施町会に対
しては、新たに「ふれあいサロン」を立ち上げる支援を行う。

 ２．助成金の支給対象活動
助成金の支給対象となる活動は、次の通りとする。

（1） すでに行われているふれあいサロンで当JAが提案する介護予防、認知症予防、健康維
持に役立つ体操、音遊び、カラオケ、交通安全教室、講演会等のメニューを２つ以上採
用する集会。

（2） 新たに始める町会・町内会単位で行う高齢者の健康維持に繋がる活動。

 ３．支給対象者（組織）
高齢者活動団体の組合員、組合員家族、またはJA事業利用者

 ４．支給額
一集会につき1人当り150円（税込）とする。

 ５．助成金を支給する活動の限度数および期限
（1） 平成26年12月１日から平成28年３月31日までに活動した団体に対し、期間１年、回

数８回を限度とする。

総務部  辰巳まで TEL（076）272－3333お問い合わせ・詳細は

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
開
催

ぜ
ん
ざ
い
の
振
舞
い
に
よ
る

お
も
て
な
し

ぜ
ん
ざ
い
の
振
舞
い
に
よ
る

お
も
て
な
し

Ｊ
Ａ
白
山
オ
リ
ジ
ナ
ル
加
工
品

Ｊ
Ｒ
金
沢
駅
で
試
食
会
を
開
催

Ｊ
Ａ
白
山
オ
リ
ジ
ナ
ル
加
工
品

Ｊ
Ｒ
金
沢
駅
で
試
食
会
を
開
催

　
１
月
５
日（
火
）６
日（
水
）、「
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
」で
は
、

鏡
開
き
に
合
わ
せ
、お
客
様
に「
ぜ
ん
ざ
い
」が
振
る
舞
わ
れ
た
。

多
く
の
お
客
様
で
、
行
列
と
な
り
、
ア
ツ
ア
ツ
の
甘
い
「
ぜ
ん

ざ
い
」
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。「
ぜ
ん
ざ
い
」
の
材
料
は
全
て
地

元
産
の
食
材
を
使
い
、
地
産
地
消
と
安
全
安
心
な
農
産
物
を
Ｐ

Ｒ
し
た
。
店
内
は
、
新
年
の
和
や
か
な
雰
囲
気
が
た
だ
よ
う
中
、

お
客
様
の
「
お
い
し
い
よ
。
慌
て
て
お
餅
を
の
ど
に
詰
ま
ら
せ

な
い
よ
う
に
注
意
し
な
い
と
い
け
な
い
ね
。」
の
言
葉
に
、
笑

顔
が
あ
ふ
れ
た
。

　
１
月
８
日（
金
）、 Ｊ
Ｒ

金
沢
駅
に
あ
る
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
の「
Ａ
ガ
イ
ヤ
」

で
Ｊ
Ａ
白
山
オ
リ
ジ
ナ

ル
加
工
品
の
「
抹
茶
入

り
玄
米
茶
」
と
「
手
作

り
無
添
加
米
麹
五
割
味

噌
」
の
試
食
販
売
会
を

行
っ
た
。「
Ａ
ガ
イ
ヤ
」

は
県
内
Ｊ
Ａ
の
農
産

物
・
加
工
品
を
県
内
外

へ
の
Ｐ
Ｒ
に
絶
好
の
拠

点
で
、
当
Ｊ
Ａ
商
品
の

試
食
会
は
初
の
試
み
。

こ
の
企
画
を
計
画
し
た
中
山
営
農
部
次
長
は
店
頭
で
来
店
者
に

試
食
を
す
す
め
販
売
を
行
っ
た
。「
抹
茶
入
り
玄
米
茶
」
は
白

山
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
玄
米
を
炒
っ
た
香
ば
し
さ
が
特
徴
で
、
ま
ろ

や
か
な
口
当
た
り
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
手
作
り
無

添
加
米
麹
五
割
味
噌
」
は
、（
有
）ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
が

減
農
薬
・
減
肥
料
で
栽
培
し
た
厳
選
し
た
大
豆
を
使
用
し
、
昔

な
が
ら
の
手
作
り
製
法
で
作
ら
れ
て
お
り
、
懐
か
し
い
田
舎
の

味
。
新
味
噌
を
使
っ
た
味
噌
汁
を
試
食
さ
れ
た
お
客
さ
ん
は
、

「
お
い
し
い
。
ほ
っ
と
す
る
味
だ
ね
。」
と
話
し
た
。
新
商
品
は
、

よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
で
絶
賛
販
売
中
で
す
。

【
審
議
事
項
】

第
１
号
議
案　

平
成
27
年
度
上
記
監
事
監
査
の
回
答
に
つ

い
て

第
２
号
議
案　

出
資
口
数
の
変
動
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

Ａ
Ｔ
Ｍ
稼
働
時
間
拡
大
に
伴
う
信
用
手
数

料
徴
収
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

白
峰
支
店
移
転
新
築
工
事
に
お
け
る
設
計

業
務
の
委
託
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

①　

平
成
27
年
11
月
未
事
業
実
施
に
つ
い
て

②　

職
員
厚
生
貸
付
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

③　

内
部
監
査
に
関
す
る
内
部
評
価
結
果
に
つ
い
て

④　

平
成
27
年
度
上
半
期
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
に
つ

い
て

⑤　

支
店
運
営
委
員
会
及
び
総
代
と
の
意
見
交
換
会
の
中

間
報
告
に
つ
い
て

⑥　

そ
の
他

第
９
回
定
例
理
事
会

●
日
時
　
平
成
27
年
12
月
24
日（
木
）　
午
後
１
時
30
分

理
事
会
だ
よ
り
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か
き
餅
編
み
体
験

か
き
餅
編
み
体
験

か
き
餅
編
み
体
験
蝶
屋
小
学
校
５
年
生

　
蝶
屋
小
学
校
の
５
年
生
80
名
が
、
１
月
13
日（
水
）伝
統
の
か
き
餅
編
み

体
験
を
し
た
。
こ
の
体
験
は
、
い
し
か
わ
田
ん
ぼ
の
学
校
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
環
と
し
て
、
４
月
に
種
ま
き
、
５
月
の
田
植
え
、
９
月
に
稲
刈
り
を

行
い
、
今
回
は
収
穫
し
た
白
山
餅
米
を
「
井
関
生
産
組
合
」
で
、
か
き
餅
用

に
加
工
し
、
か
き
餅
編
み
を
体
験
し
た
。
手
取
自
然
農
法
の
会
西
田
勉
さ
ん

と
、
蝶
屋
健
老
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
か
き
餅
編
み
指
導
に
よ
り
、

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
、
手
仕
事
を
教
わ
っ
た
。
昔
は
、
家
庭
で
手
作
り
し
て

い
た
こ
と
を
知
ら
な
い
世
代
で
あ
る
。
見
様
・
見
真
似
で
な
ら
っ
た
手
仕
事

を
、
教
え
る
・
教
わ
る
事
は
、
意
外
に
難
し
い
よ
う
だ
。

　
か
き
餅
（
欠
餅
）
は
、
豊
臣
秀
吉
の
好
物
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。
石
川

県
と
岐
阜
を
つ
な
ぐ
白
山
連
峰
か
ら
、
先
人
達
の
知
恵
が
伝
承

し
て
い
る
。
白
山
の
か
き
餅
は
、
他
県
に
比
べ
て
か
な
り
大
き

い
。
低
温
で
ゆ
っ
く
り
焼
く
と
、
軽
く
、
大
き
く
、
広
が
る
の

が
特
徴
で
あ
る
。

み
よ
う

み
ま
ね

蝶
屋
地
区
堆
肥
施
設
で

新
漢
方
堆
肥
開
発
中

　
蝶
屋
地
区
の
堆
肥
施
設
で
、
小
太
郎
薬
局
の
漢
方
薬
残
渣
と
破
砕

も
み
殻
を
混
合
発
酵
さ
せ
る
再
利
用
リ
サ
イ
ク
ル
堆
肥
を
、
作
っ
て

い
る
。
こ
の
堆
肥
は
、
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
に
出
荷
し
て
い
る
生

産
者
に
提
供
す
る
目
的
で
作
ら
れ
て
い
る
。Ｊ
Ａ
で
は
、
蝶
屋
地
区
で

担
い
手
農
家
と
し
て
地
域
を
支
え
る
山
本
洋
平
さ
ん
に
協
力
を
依
頼

し
、
堆
肥
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
１
月
15
日
に
見
学
に
行
く
と
、

何
度
か
切
り
返
し
発
酵
を
繰
り
返
し
た
堆
肥
は
茶
色
に
な
っ
て
お
り
、

発
酵
に
よ
る
湯
気
が
上
が
っ
て
い
た
。
山
本
さ
ん
に
聞
く
と
、
完
熟

す
る
に
は
黒
色
に
な
る
ま
で
発
酵
さ
せ
、
匂
い
が
な
く
な
れ
ば
完
成
。

完
成
ま
で
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
る
と
の
こ
と
。Ｊ
Ａ
で
は
こ
の
堆

肥
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
差
別
販
売
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

水
耕
栽
培
と
菌
床
椎
茸
の

試
験
栽
培
始
ま
る

　
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
で
は
、
春
の
木
ハ
ウ
ス
で
、
冬
期
に
品
薄

と
な
る
葉
菜
類
の
水
耕
栽
培
プ
ラ
ン
ト
の
導
入
、
試
験
栽
培
を
始
め

た
。
昨
年
12
月
11
日
に
播
種
し
た
リ
ー
フ
レ
タ
ス
（
グ
リ
ー
ン
、
レ

ッ
ド
）
を
１
月
12
日
に
定
植
し
た
。
水
耕
栽
培
装
置
は
、
ク
ボ
タ
製

で
パ
ネ
ル
１
枚
20
株
定
植
で
き
全
部
で
２
８
０
株
定
植
す
る
こ
と
が

出
来
る
。
水
耕
栽
培
は
、
液
肥
濃
度
や
気
温
管
理
に
注
意
が
必
要
で

あ
る
が
、
周
年
で
栽
培
す
る
こ
と
も
可
能
で
当
地
域
で
の
冬
期
間
の

ハ
ウ
ス
で
の
栽
培
が
可
能
と
な
る
た
め
普
及
し
て
い
く
方
針
。
ま
た
、

菌
床
椎
茸
の
試
験
栽
培
も
行
な
っ
て
お
り
、
大
き
く
な
っ
た
椎
茸
は

よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場

で
販
売
中
。
今
回
試
験

栽
培
し
た
菌
床
椎
茸

は
、
圧
縮
し
た
お
が
く

ず
に
定
菌
し
た
菌
床
椎

茸
を
更
に
霜
除
け
用
の

ビ
ニ
ー
ル
で
覆
い
、
遮

光
ネ
ッ
ト
を
張
っ
て
育

て
て
い
る
。
春
の
木
ハ

ウ
ス
で
は
、
他
に
ほ
う

れ
ん
草
、
な
ば
な
等
も

栽
培
し
て
お
り
、
よ
ら

ん
か
い
ね
ぇ
広
場
で
販

売
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
一
度
ご
賞
味
頂

き
た
い
。

【勤務時間】 7時～21時の間（の7時間程度） 【期　　間】 ３月31日まで（更新有）
【勤務場所】 JA白山蝶屋セルフ給油所 【職　　種】 配送（灯油）危険物　　
【仕事内容】 灯油の定期配送・配達業務・２tタンクローリー車 配送業務
 ルート美川地区・現金受領（4件程度）

【資　　格】 危険物取扱者（乙種）・普通自動車免許（AT限定不可）

JA白山  経済部  澤田  TEL（076）273-5213■お問い合わせ　

蝶屋給油所パート(時給1000円～1300円)求人
急募
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で

担
い
手
農
家
と
し
て
地
域
を
支
え
る
山
本
洋
平
さ
ん
に
協
力
を
依
頼

し
、
堆
肥
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
１
月
15
日
に
見
学
に
行
く
と
、

何
度
か
切
り
返
し
発
酵
を
繰
り
返
し
た
堆
肥
は
茶
色
に
な
っ
て
お
り
、

発
酵
に
よ
る
湯
気
が
上
が
っ
て
い
た
。
山
本
さ
ん
に
聞
く
と
、
完
熟

す
る
に
は
黒
色
に
な
る
ま
で
発
酵
さ
せ
、
匂
い
が
な
く
な
れ
ば
完
成
。

完
成
ま
で
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
る
と
の
こ
と
。Ｊ
Ａ
で
は
こ
の
堆

肥
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
差
別
販
売
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

水
耕
栽
培
と
菌
床
椎
茸
の

試
験
栽
培
始
ま
る

　
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
で
は
、
春
の
木
ハ
ウ
ス
で
、
冬
期
に
品
薄

と
な
る
葉
菜
類
の
水
耕
栽
培
プ
ラ
ン
ト
の
導
入
、
試
験
栽
培
を
始
め

た
。
昨
年
12
月
11
日
に
播
種
し
た
リ
ー
フ
レ
タ
ス
（
グ
リ
ー
ン
、
レ

ッ
ド
）
を
１
月
12
日
に
定
植
し
た
。
水
耕
栽
培
装
置
は
、
ク
ボ
タ
製

で
パ
ネ
ル
１
枚
20
株
定
植
で
き
全
部
で
２
８
０
株
定
植
す
る
こ
と
が

出
来
る
。
水
耕
栽
培
は
、
液
肥
濃
度
や
気
温
管
理
に
注
意
が
必
要
で

あ
る
が
、
周
年
で
栽
培
す
る
こ
と
も
可
能
で
当
地
域
で
の
冬
期
間
の

ハ
ウ
ス
で
の
栽
培
が
可
能
と
な
る
た
め
普
及
し
て
い
く
方
針
。
ま
た
、

菌
床
椎
茸
の
試
験
栽
培
も
行
な
っ
て
お
り
、
大
き
く
な
っ
た
椎
茸
は

よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場

で
販
売
中
。
今
回
試
験

栽
培
し
た
菌
床
椎
茸

は
、
圧
縮
し
た
お
が
く

ず
に
定
菌
し
た
菌
床
椎

茸
を
更
に
霜
除
け
用
の

ビ
ニ
ー
ル
で
覆
い
、
遮

光
ネ
ッ
ト
を
張
っ
て
育

て
て
い
る
。
春
の
木
ハ

ウ
ス
で
は
、
他
に
ほ
う

れ
ん
草
、
な
ば
な
等
も

栽
培
し
て
お
り
、
よ
ら

ん
か
い
ね
ぇ
広
場
で
販

売
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
一
度
ご
賞
味
頂

き
た
い
。

【勤務時間】 7時～21時の間（の7時間程度） 【期　　間】 ３月31日まで（更新有）
【勤務場所】 JA白山蝶屋セルフ給油所 【職　　種】 配送（灯油）危険物　　
【仕事内容】 灯油の定期配送・配達業務・２tタンクローリー車 配送業務
 ルート美川地区・現金受領（4件程度）

【資　　格】 危険物取扱者（乙種）・普通自動車免許（AT限定不可）

JA白山  経済部  澤田  TEL（076）273-5213■お問い合わせ　

蝶屋給油所パート(時給1000円～1300円)求人
急募
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Ｊ
Ａ
白
山
で
は
、
福
祉
事
業
の
取
組
と
し
て
、

老
人
会
等
地
元
主
催
の
高
齢
者
集
会
「
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
」
に
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
高

齢
者
組
合
員
の
健
康
長
寿
に
む
け
て
痴
呆
や

寝
た
き
り
を
予
防
し
、
い
つ
ま
で
も
健
康
に

過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
現
在
未
実
施
地
区
に
対
し
て
、
立
ち

上
げ
を
働
き
か
け
て
い
る
。

●
福
寿
会  

西
ノ
村  

明
島
第
一
ク
ラ
ブ
の
活
動

　12
月
18
日（
金
）

　
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
野
菜
作
り
の
裏
ワ
ザ

「
目
か
ら
う
ろ
こ
」Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
。
今
ま
で
の

作
り
方
と
は
全
く
違
っ
て
お
り
、
今
春
に
な
っ

た
ら
是
非
試
し
て
み
る
と
意
欲
満
々
。
鑑
賞
後
、

参
加
者
全
員
で
簡
単
な
体
操
を
実
施
し
た
。

●
道
法
寺
慶
寿
ク
ラ
ブ
の
活
動

　12
月
26
日（
土
）

　
正
月
飾
り
の
一
文
字
・
松
花
作
り
を
行
っ
た
。

　
元
気
に
お
正
月
を
迎
え
よ
う
と
作
業
が
終
わ

っ
た
後
の
お
茶
会
で
は
、
本
格
的
な
作
法
を
習

い
な
が
ら
お
抹
茶
を
戴
き
、
参
加
者
は
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。 ふ

れ
あ
い

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
サ
ロ
ンンふふれれああいいササロロンン

Ｊ
Ａ

の
取
り
組
み

JA 実施要領
 １．目的
高齢者組合員の寿命を延ばし、寝たきりを予防しいつでも健康に
過ごしてもらえるよう老人会などの地元主催の高齢者集会いわゆ
るふれあいサロンに対し助成措置を行う。また、未実施町会に対
しては、新たに「ふれあいサロン」を立ち上げる支援を行う。

 ２．助成金の支給対象活動
助成金の支給対象となる活動は、次の通りとする。

（1） すでに行われているふれあいサロンで当JAが提案する介護予防、認知症予防、健康維
持に役立つ体操、音遊び、カラオケ、交通安全教室、講演会等のメニューを２つ以上採
用する集会。

（2） 新たに始める町会・町内会単位で行う高齢者の健康維持に繋がる活動。

 ３．支給対象者（組織）
高齢者活動団体の組合員、組合員家族、またはJA事業利用者

 ４．支給額
一集会につき1人当り150円（税込）とする。

 ５．助成金を支給する活動の限度数および期限
（1） 平成26年12月１日から平成28年３月31日までに活動した団体に対し、期間１年、回

数８回を限度とする。

総務部  辰巳まで TEL（076）272－3333お問い合わせ・詳細は

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
開
催

ぜ
ん
ざ
い
の
振
舞
い
に
よ
る

お
も
て
な
し

ぜ
ん
ざ
い
の
振
舞
い
に
よ
る

お
も
て
な
し

Ｊ
Ａ
白
山
オ
リ
ジ
ナ
ル
加
工
品

Ｊ
Ｒ
金
沢
駅
で
試
食
会
を
開
催

Ｊ
Ａ
白
山
オ
リ
ジ
ナ
ル
加
工
品

Ｊ
Ｒ
金
沢
駅
で
試
食
会
を
開
催

　
１
月
５
日（
火
）６
日（
水
）、「
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
」で
は
、

鏡
開
き
に
合
わ
せ
、お
客
様
に「
ぜ
ん
ざ
い
」が
振
る
舞
わ
れ
た
。

多
く
の
お
客
様
で
、
行
列
と
な
り
、
ア
ツ
ア
ツ
の
甘
い
「
ぜ
ん

ざ
い
」
に
舌
鼓
を
打
っ
た
。「
ぜ
ん
ざ
い
」
の
材
料
は
全
て
地

元
産
の
食
材
を
使
い
、
地
産
地
消
と
安
全
安
心
な
農
産
物
を
Ｐ

Ｒ
し
た
。
店
内
は
、
新
年
の
和
や
か
な
雰
囲
気
が
た
だ
よ
う
中
、

お
客
様
の
「
お
い
し
い
よ
。
慌
て
て
お
餅
を
の
ど
に
詰
ま
ら
せ

な
い
よ
う
に
注
意
し
な
い
と
い
け
な
い
ね
。」
の
言
葉
に
、
笑

顔
が
あ
ふ
れ
た
。

　
１
月
８
日（
金
）、 Ｊ
Ｒ

金
沢
駅
に
あ
る
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
の「
Ａ
ガ
イ
ヤ
」

で
Ｊ
Ａ
白
山
オ
リ
ジ
ナ

ル
加
工
品
の
「
抹
茶
入

り
玄
米
茶
」
と
「
手
作

り
無
添
加
米
麹
五
割
味

噌
」
の
試
食
販
売
会
を

行
っ
た
。「
Ａ
ガ
イ
ヤ
」

は
県
内
Ｊ
Ａ
の
農
産

物
・
加
工
品
を
県
内
外

へ
の
Ｐ
Ｒ
に
絶
好
の
拠

点
で
、
当
Ｊ
Ａ
商
品
の

試
食
会
は
初
の
試
み
。

こ
の
企
画
を
計
画
し
た
中
山
営
農
部
次
長
は
店
頭
で
来
店
者
に

試
食
を
す
す
め
販
売
を
行
っ
た
。「
抹
茶
入
り
玄
米
茶
」
は
白

山
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
玄
米
を
炒
っ
た
香
ば
し
さ
が
特
徴
で
、
ま
ろ

や
か
な
口
当
た
り
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
手
作
り
無

添
加
米
麹
五
割
味
噌
」
は
、（
有
）ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
が

減
農
薬
・
減
肥
料
で
栽
培
し
た
厳
選
し
た
大
豆
を
使
用
し
、
昔

な
が
ら
の
手
作
り
製
法
で
作
ら
れ
て
お
り
、
懐
か
し
い
田
舎
の

味
。
新
味
噌
を
使
っ
た
味
噌
汁
を
試
食
さ
れ
た
お
客
さ
ん
は
、

「
お
い
し
い
。
ほ
っ
と
す
る
味
だ
ね
。」
と
話
し
た
。
新
商
品
は
、

よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
で
絶
賛
販
売
中
で
す
。

【
審
議
事
項
】

第
１
号
議
案　

平
成
27
年
度
上
記
監
事
監
査
の
回
答
に
つ

い
て

第
２
号
議
案　

出
資
口
数
の
変
動
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

Ａ
Ｔ
Ｍ
稼
働
時
間
拡
大
に
伴
う
信
用
手
数

料
徴
収
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

白
峰
支
店
移
転
新
築
工
事
に
お
け
る
設
計

業
務
の
委
託
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

①　

平
成
27
年
11
月
未
事
業
実
施
に
つ
い
て

②　

職
員
厚
生
貸
付
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

③　

内
部
監
査
に
関
す
る
内
部
評
価
結
果
に
つ
い
て

④　

平
成
27
年
度
上
半
期
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
に
つ

い
て

⑤　

支
店
運
営
委
員
会
及
び
総
代
と
の
意
見
交
換
会
の
中

間
報
告
に
つ
い
て

⑥　

そ
の
他

第
９
回
定
例
理
事
会

●
日
時
　
平
成
27
年
12
月
24
日（
木
）　
午
後
１
時
30
分

理
事
会
だ
よ
り
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　家庭用自動車共済クルマスターは保障もサービスも掛金も、安心・充

実！ 必要な保障をムダなくそろえた個人向けの自動車共済です。

安心の充実保障と頼れるサービスが納得の共済掛金で

家庭用自動車共済クルマスター

フリーダイヤル
安心サービス

24時間
365日

ご契約のお車の事故やトラブルは

※ＪＡの営業時間は、ご加入の店舗にご連絡ください

0I20-258-931
レッカーロードサービスは クミアイ

ジコは クミアイ

0I20-063-931

平
成
27
年
度
活
動
実
績
発
表
・
青
年
の
主
張
石
川
県
大
会

　
１
月
16
日（
土
）、
ホ
テ
ル
金
沢
４
階
「
エ
メ
ラ
ル
ド
ル

ー
ム
」
で
平
成
27
年
度
活
動
実
績
発
表
・
青
年
の
主
張
石
川

県
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
大
会
は
、Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
各

組
織
、
盟
友
が
日
頃
の
活
動
を
発
表
し
、
今
後
の
活
動
目
標

設
定
、
組
織
の
刷
新
強
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
す

る
も
の
で
、
県
内
青
壮
年
部
組
織
の
盟
友
約
１
３
０
人
が
参

加
し
た
。
活
動
実
績
発
表
で
は
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
大
神
支
部

の
徳
野
一
麿
さ
ん
が
、「
地
産
地
消
の
促
進
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
、
大
神
支
店
職
員
、
盟
友
、
地
区
運
営
委
員
、
地
区

理
事
の
方
々
と
協
同
し
て
新
農
産
物
直
売
所
「
よ
ら
ん
か
い

ね
ぇ
広
場
」
へ
の
出
荷
を
目
指
し
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
野

菜
の
栽
培
か
ら
収
穫
・
販
売
を
通
し
て
栽
培
の
難
し
さ
、
売

れ
る
野
菜
を
作
る
た
め
の
大
変
さ
を
学
ん
だ
こ
と
を
発
表

し
た
。
ま
た
、
未
来
の
農
業
後
継
者
育
成
の
一
環
と
し
て
地

区
の
保
育
所
の
園
児
を
招
い
て
じ
ゃ
が
い
も
の
収
穫
体
験
を

行
い
、
も
っ
と
み
ん
な
に
喜
ば
れ
る
野
菜
が
作
れ
る
百
姓
を

目
指
し
た
い
と
語
っ
た
。
今
大
会
で
大
神
支
部
は
、
惜
し
く

も
最
優
秀
賞
は
逃
し
た
が
、
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
。

　
手
作
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
大
会
で
は
、「
ア
ー
ト
部
門
」で
、

林
支
部
が
最
優
秀
賞
を
獲
得
、「
看
板
部
門
」
で
、舘
畑
支
部
・

大
神
支
部
・
蔵
山
支
部
・
蝶
屋
支
部
が
優
良
賞
を
獲
得
し
た
。

林
支
部
の
作
品
は
、
県
代
表
作
品
と
し
て
全
国
大
会
で
入
賞

を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
。
大
会
終
了
後
、Ｊ
Ａ
石
川
県
青

壮
年
部
協
議
会
設
立
60
周
年
記
念
式
典
が
あ
り
、
北
西
幸
治

委
員
長
が
、「
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農
協
改
革
や
Ｔ

Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
な
ど
か
つ
て
な
い
問
題
が
相
次
ぎ
、
営
農
継

続
に
大
き
な
不
安
を
残
し
て
い
る
。
だ
が
、
地
域
農
業
を
守

る
の
は
俺
た
ち
だ
と
い
う
気
概
を
持
ち
、
今
後
も
諸
先
輩
が

切
り
開
い
て
き
た
歴
史
に
学
び
幾
多
の
困
難
に
も
打
ち
勝
っ

て
い
く
」
と
挨
拶
し
た
。
そ
の
後
、
県
下
の
盟
友
た
ち
と
今

後
の
農
業
に
つ
い
て
語
り
合
い
親
睦
を
深
め
た
。

JAの営農支援事業について

 ① 集荷・良質米生産対策事業 事業費： 9,500,000円
JA集荷率の向上による共販拡大と、土壌改良資材の散布、基幹防除徹底による白山産
米の品質向上をはかり、販売の強化と生産者の所得向上を目指す。

 ② 大型農機購入対策事業 事業費： 4,000,000円
農業経営の維持・拡大の為、大型農機の購入（リース含む）に対し助成を行い、農家の負
担軽減を図る。

 ③ 転作作物対策事業 事業費： 2,000,000円
転作作物の定着化と転作面積の達成を目的に、戦略作物の作付に対し助成する。

 ④ 産直園芸作物作付拡大対策事業　

〈園芸ハウス補助対策〉 事業費： 3,500,000円
ハウス栽培により周年の出荷を促進し、販売量の確保と所得向上を図る。

〈重点野菜・花卉育成対策〉 事業費： 2,000,000円
重点野菜（丸いも、ブロッコリー、ネギ、ナス、ニンジン、グリンピース、カボチャ、
なば菜、花卉）の生産拡大とブランド化を図る。

〈直売所生産拡大対策〉 事業費： 300,000円
新規直売所会員の増大と生産量の拡大を図る。

 ⑤ 園芸新規就農対策 事業費： 1,200,000円
園芸生産の新規就農者（就農時45才以下）に補助する。

 ⑥ 不耕作地・耕作放棄地再生および鳥獣害対策事業
〈農地再生対策〉（平成26年～平成30年まで継続） 事業費： 300,000円

中山間地域に増えつつある不耕作地・耕作放棄地に歯止めをかけ、作付可能
な農地に再生するとともに農産物の生産を行う。

〈鳥獣害対策〉 事業費：1,000,000円
鳥獣害被害を最小限に防ぐため、防護資材（電気柵、防草シート）の一部を助成する。
鳥獣害被害防止のためのワナ免許の取得を支援する。

「
活
動
実
績
発
表
」

「
看
板
コ
ン
ク
ー
ル 
ア
ー
ト
部
門
」

優
秀
賞

　大
神
支
部

最
優
秀
賞

　林
支
部

青
壮
年
部



JAだより　平成28年2月発行3 10平成28年2月発行　JAだより

（２） 年間を通じた園芸作物の生産確保
ハウスでの促成栽培や水耕栽培による、早期・周年出荷による所得向上

（３） 園芸作物の販路拡大
主要園芸品目の有利販売・販路拡大を図るため、仲卸・流通業者との連携強化

３．地域農業の維持・拡大に向けた生産対策
（１） 中山間地農業の活性化支援

①行政と連携した羊放牧事業による羊肉、羊毛、加工品開発への参画検討

（２） 直売所「よらんかいねぇ広場」の拡充
①産直取扱高の拡大　平成28年度産直品販売高目標  2億円
②個人及び集落営農法人組織等を含めた出荷者の拡大

H27会員数  320名　→　H28会員数  335名
③出荷者への技術指導と情報交換の強化

出荷者を対象の園芸講習会の開催による出荷品目の拡大と品質向上
④地場産品を活用した加工品の拡大

地元産品を活用した加工品の生産・出荷と商品開発連携先の開拓

（３） 省力、低コスト農業の推進
生産資材価格の引き下げによるコスト低減
農業機械の取得に対し助成による農家負担の軽減

（４） 担い手の育成支援
①新たな担い手の就農支援を行政との連携実施
②営農計画や有利な農業制度の提案と推進
③園芸・花卉新規就農者（就農時45才以下）の育成・支援
④作業効率向上の為、大区画化等の圃場整備事業を推進

（５） JA共同利用施設の改善整備
①園芸品目拡大による施設整備の実施

園芸品目拡大のため、蝶屋育苗センターを野菜集出荷場に改修
②JA農業施設の利用率拡大

農業施設の利用拡大による農家の経費削減に寄与

（６） 多面的機能支払制度の支援

（７） 農産物の安全確保と品質向上

（８） 食農教育活動の実践と地産地消の推進

４．JA出資型法人の取組み強化
（１） 担い手農業者と協調した農地の利用調整と水田農業振興の実施
（２） 複合経営と加工事業を取り入れた通年型の農業生産の実施

水稲 2.1ha、園芸品目 1.0ha（ネギ、丸いも）、水耕栽培（リーフレタス、ミニトマト）、
加工事業（みそ製造販売［2.2t］、もち・かきもちの製造販売）
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参加者募集！参加者募集！

手前みそ作り体験
自分たちで手作りみそを
作ってみませんか！

期　日 平成28年２月27日（土）
 午前10時～
限　定 ５組（親子・友達等）
参加費 3,000円　
会　場 農産物加工センター
 （旧林支店）
主　催 ＪＡ白山女性部  鶴来支部
講　師 Cａｎクラブ  北村静江さん
申込先
●ＪＡ白山  女性部鶴来支部
　TEL076-272-1515（つるぎ支店内）
　担当 事務局 形田
●ＪＡ白山  女性部本部
　TEL076-272-3333（本店内）
　担当 事務局 辰巳

グリーンレデイースカレッジ第７回 

郷土料理治部煮
期　日 平成28年２月20日（土）
 午前９時30分～
参加費 500円
会　場 美川文化会館（調理室）
協力者 お料理サークル・会員のみなさん
主　催 ＪＡ白山女性部
申込先
●２月15日までに各支部事務局へ申込書

を提出してください。

Let's cook!

女 

性 

部



販売高計画（万円）
H28 H29 H30 H31 H32

ブロッコリー 6,600 6,760 6,930 7,260 7,260
ネギ 1,450 2,500 3,470 5,540 6,930
丸イモ 630 780 970 1,200 1,510
カボチャ 60 80 100 100 150
ニンジン 250 300 350 400 500
花卉 830 850 900 950 1,000
菌茸類 660 700 700 700 800

計 10,480 11,970 13,420 16,150 18,150
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当ＪＡ顧問税理士

福田　正寛

無料税務相談会 要予約

ご希望の方は、ご予約を
お願い致します。

お問い合わせ・お申込先

TEL272－3333
FAX273－0690

（担当／総務課 平山）

●開催日時 平成28年 ２月25日（木）
  ３月７日（月）
 午前９時～12時
●開催場所 JA白山  本店

設置期間●2月8日（月）～3月15日（火）　※土曜日、日曜日、祝日を除く
受付時間●午前9時から午後4時　※会場の混み具合によって、時間前に受付を終了する場合があります
場　　所●松任税務署（白山市博労2丁目22番地）
【確定申告会場を利用される方へ】
税務署では、e-Tax（国税電子申告、納税システム）の利用を推進しています。
税務署の確定申告会場での、パソコン（e-Tax）への入力は、原則として、納税者の皆さんにお願いしています。不明な点は税務署の
職員がワンポイントアドバイスをしますので、ご理解とご協力をお願いします。

お問い合わせ先／ 松任税務署 TEL（076）276－2345

松任税務署から確定申告会場のお知らせ

平成28年度営農事業方針決まる
　平成28年度の営農事業方針が、第10回理事会で決定しました。
　農業を取り巻く環境は、TPP参加国の協定署名による農業の先行き不安や政府
によるJA改革等、厳しさが増す中、JA白山は第27回全国JA大会で決議された「農
業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性化」の３つの基本目標に向けた営農
事業に取組みます。

１．水田フル活用による土地利用率と生産性の向上
（１） 需要に応じた米・麦・大豆・そばの計画生産による所得向上

○主食用米  1,067ha　○大豆  80ha　○麦  19ha　○そば  35ha　○非主食用米  100ha

（２） 美味しい、安心、安全な白山米の生産
①１等米比率90％以上、玄米タンパク含有率6.5以下の米の生産
②主食用米の品種別作付面積の確保と契約栽培米の拡大

○コシヒカリ  810ha、 ゆめみづほ  145ha、 五百万石  101ha、その他  11ha
○契約栽培米  12,600俵（コシヒカリ8,500俵、比咩の米1,000俵、もち米2,600俵、酒米500俵）

（３） 優良種子産地の維持確保
○水稲  65ha、 麦  19ha、 大豆  22ha

２．複合経営の確立に向けた園芸作物の生産拡大
（１） 園芸販売高1.8億円の達成

主要園芸品目の産地化の育成
蝶 屋 地 区・・・ネギ、ブロッコリー、花卉、カボチャ
つるぎ地区・・・ネギ、ブロッコリー、丸いも、花卉、カボチャ
手 取 地 区・・・ブロッコリー、丸いも、ニンジン、花卉、山菜、菌茸

JA白山の地域特性を生かした農地の有効利用や園芸振興による農業経営
の複合化により地域農業の活性化を図る。

重点方針



拡大となり、ますます便利に！
と の

ATM出金手数料はいつでも無料！

金融共済部からのお知らせ
JAバンク石川のキャッシュカードが
無料でご利用いただけるATM

詳しくはお近くのJA窓口またはホームページでご確認ください。

http://www.is-Ja.jp/Jabank/
（H28.1.1現在）

JAバンク石川のキャッシュカードが
ATMでご利用いただける時間帯が

に

金融期間 お引き
出し ご入金 ご利用時間・手数料

全国の
JAバンク ○ ○ 全　日／8：00～21：00 【無料】　

北國銀行 ○ × 全　日／8：00～21：00 【無料】　

セブン銀行
イーネットATM
ローソンATM

○ ○
平　日／8：45～18：00 【無料】　
土曜日／9：00～14：00 【無料】　
上記以外：108円

ゆうちょ銀行 ○ ○ 平　日／8：45～18：00 【無料】　
上記以外：108円

JFマリンバンク ○ × 全　日／8：00～21：00 【無料】　

三菱東京UFJ
銀行 ○ × 平　日／8：45～18：00 【無料】　

上記以外：108円
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（平成２７年１２月末実績参考）
組合員数 6,638名（団体含）

67,667百万円
19,323百万円

2,282億円

● 貯金残高
● 貸出金残高 
● 長期共済保有高 

1,539,941千円
924,937千円

144名

● 購買品供給高
● 販売品取扱高
■ 職員数（パート除く） 

豊かな自然・・・そして ふれあい

平成28年度 営農事業方針

JA白山
広 報


